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 １ 「事由」欄の事由終期が申請後になっている事例。 
 
 ２ 「事由」欄の事由発生（始期）が、繰越事由の対象となる「（当初計画）変更計画」欄の当初計画期

間内ではない事例。 
 
 ３ 「（当初計画）変更計画」欄「変更計画」の「工事完成」年月と「事業完了予定年月日」欄が不一致

の事例。 
 
 ４ 「（当初計画）変更計画」欄の変更計画と事由発生時期に整合性がない事例。 
 
 ５ 「事業概要」欄の工事概要を、具体的に記載せず「一式」表示になっている事例。 
 
 ６ 「箇所名」欄で箇所が特定できていない事例。 
 
 ７ 繰越事由が契約後に発生した場合に、「（当初計画）変更計画」欄の記載が、「着手～完成」として一

体表示されている事例。 
 
 ８ ADAMS（翌債要求書、繰越計算書）と「箇所別調書及び理由書」の事項名が異なる事例。 
 
 ９ ADAMS（翌債要求書、繰越計算書）と「箇所別調書及び理由書」の事業完了予定年月日が異なる事

例。 
 
１０ 審査表の支出負担行為に関しての審査内容の整合性に関する事例。 



１ 「事由」欄の事由終期が申請後になっている事例。

ADAMS（翌債承認要求書） 箇所別調書及び理由書

【解説】事由欄の事由終期は、事由への対処をした結果、翌年度の○月○日（事業完了予定年月日）
に事業が完了すると判断出来た日、であることから、申請日より後になることはない。

誤

正

【正しい一例】事由終期（3月）が申請日（3月9日）を超えない。



２ 「事由」欄の事由発生（始期）が、繰越事由の対象となる「（当初
計画）変更計画」欄の当初計画期間内ではない事例。

箇所別調書及び理由書

【解説】当初計画では、R5.6に地元協議が完了し、 R5.7に設計積算を行うことになっており、繰越事由が
R5.7に発生したのであれば、設計積算期間中に発生した外的要因として記載する必要がある。

誤

正

【正しい一例】事由始期（6月）が当初計画期間内（R5.5～R5.6）にある。



３ 「（当初計画）変更計画」欄「変更計画」の「工事完成」年月と「事業完了予定
年月日」欄が不一致の事例。

箇所別調書及び理由書

【解説】「（当初計画）変更計画」欄においては「年」、「事業完了予定年月日」欄においては「月日」
が誤っているケースが多い。

【正しい一例】工事完成年月（R6.6）と事業完了予定年月日
（R6年6月30日）が一致。

誤

正



４ 「（当初計画）変更計画」欄の変更計画と事由発生時期に整合性が
ない事例。

箇所別調書及び理由書

【解説】当初計画では、R5.4に関係機関協議開始になっているが、変更計画ではR5.6に関係機関協議が
開始されており、 R5.4に協議開始できなかったことが繰越の原因と考えられる。

【正しい一例】当初計画には無かった地元協議（R5.4～R5.5）を行ったことが繰越事由
になっており、「（当初計画）変更計画」欄の変更計画と事由発生時期
に整合性がある。

誤

正



５ 「事業概要」欄の工事概要を、具体的に記載せず「一式」表示として
いる事例。

箇所別調書及び理由書

【解説】事業内容及び具体的数量が記載されていない。
具体的に記載できるものを「一式」表示は不適切。
事業概要は、調書内の期間、金額、繰越事由の正当
性を判断するための根拠の一つ。

【正しい一例】事業概要として事業内容及び具体的数量
が記載されている。

誤

正



６ 「箇所名」欄で箇所が特定できていない事例。

箇所別調書及び理由書

【解説】事例は箇所が特定できない。
箇所が特定できるよう、全ての地先（地番）等
を表示する。
地番等が多数ある場合は、別表、位置が特定で
きる図面等を添付する。
「○○～○○」表示ができるものは、道路のよ
うに路線を特定し「起点～終点」表示で箇所の
特定ができるものに限る。

【正しい一例】地番が全て記載されており、箇所が特定
できる。

誤

正



７ 繰越事由が契約後に発生した場合に、「（当初計画）変更計画」欄の
記載が、「着手～完成」として一体表示されている事例。

箇所別調書及び理由書

【解説】時系列に表示されていないので事由の発生時期等を
特定できない。
工程表を「当初計画（変更計画）」欄に反映させる。

【正しい一例】当初の地元協議は予定通り完了し、工事着手後に
予定していなかった地元協議が発生したことを記
載。
時系列に表示されているので、事由発生時期が特
定でき、工程表の再現も可能。

※当初計画と変更計画が同一の場合は、当初計画の記載は不要。

誤

正



８ ADAMS（翌債要求書、繰越計算書）と「箇所別調書及び理由書」の
事項名が異なる事例。

ADAMS 箇所別調書及び理由書

【解説】ADAMS帳票の左下に記載の「…を必要とす
る理由 別紙理由書のとおり。」の別紙
理由書が「箇所別調書及び理由書」であ
り、ADAMS表示の事項の理由書になること
から、事項名は一致している必要がある。

【正しい一例】事項名が一致している。

誤

正

※補助事業の事項立てのルール：
補助事業者＋補助金名＋（事項分割の単位）
＋（補足事項）



９ ADAMS（翌債要求書、繰越計算書）と「箇所別調書及び理由書」の
事業完了予定年月日が異なる事例。

ADAMS 箇所別調書及び理由書

【解説】ADAMSは事項単位で完了予定年月日を表示
することから、事項内で箇所が複数ある
場合、最終の事業完了予定年月日を記載
する。

【正しい一例】事項内の最終の事業完了予定年
月日が記載されている。

誤

正



１０ 審査表の支出負担行為に関しての審査内容の整合性に関する事例。

審査表

交付決定未済の事例

交付決定済の事例

【解説】番号８の「契約等」は「交付決定通知」を指す。
交付決定済の場合、番号８・11・20-ⅰ・20-ⅱ
は上記記載となる。
番号12は、交付決定後の補助金の概算払の有無に
より判断。

【解説】交付決定未済の場合、番号８・11・12・20-ⅰ・
20-ⅱは上記記載となる。


